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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
9
月
30
日
で
、
当
選

者
は
11
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
8
月
号
の
答
え
】

【
7
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.196)（No.196)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①
オ　

②
エ　

③
ウ　

④
イ

⑤
ア

小
谷

ま
ち
代
さ
ん（
延
岡
市
）

寺
原　

桂
子
さ
ん（
日
向
市
）

川
越　

常
能
さ
ん（
宮
崎
市
）

滝
本

美
智
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

金
丸

香
代
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

国
に
登
録
さ
れ
て
い
る
米
の
品
種
は
5
6
0
品

種
、
水
稲
や
普
通
の
お
米
（
う
る
ち
米
）
は
4
4
0

品
種
あ
り
ま
す
。
中
で
も
主
食
（
ご
は
ん
）
用
と
し

て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
は
2
7
4
品
種
、
昨
年
よ
り

も
7
種
類
増
え
て
い
ま
す
（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）。

2
0
1
9
年
度
の
デ
ー
タ
よ
り
、
左
記
の
問
1
か

ら
3
の
設
問
を
①
か
ら
③
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

居宅介護支援事業所 ☎(0985)24-6545
( ) 3

FAXAX 29 4839

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAXFAXAX 31 14521431-14525
FAXFAX 31 1452194419431-1452
FAX 26-194426

http://www.miyazaki-iryou.coop/
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問
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米
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収
穫
量
が
全
国
1
位
の
都
道
府
県
は
？

　
　
　
　

①  

北
海
道

　
　
　
　

②  

新
潟
県

　
　
　
　

③  

秋
田
県

【
問
2
】
日
本
で
い
ち
ば
ん
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　

品
種
は
ど
れ
？

　
　
　
　

①  

コ
シ
ヒ
カ
リ

　
　
　
　

②  

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
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ひ
と
め
ぼ
れ
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収
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茨
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参
加
職
員
か
ら
核
兵
器
全
面
禁
止
と
廃
絶
を
求
め
る
意
思
を
表
明

1
9
4
5
年
8
月
6
日
広

島
に
、9
日
に
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
75
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。2
つ
の
投
下
で
約
21
万

人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
国

民
運
動
を
背
景
に
1
9
5
5

年
8
月
第
1
回
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
広
島
で
、翌
年
は

長
崎
で
開
催
さ
れ
、そ
の
後
毎

年
世
界
の
人
々
と
連
帯
し
て
世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
は
春
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
世
界
大
会
。夏
に
は
広
島

で
の
世
界
大
会
に
宮
崎
医
療
生

協
か
ら
組
合
員
さ
ん
や
職
員

が
参
加
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
初
め
て
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
6
日
広
島
大
会
は
、新

入
職
員
の
集
合
研
修
と
し
て
事

務
局
を
含
め
19
名
が
宮
崎
医

療
生
協
の
2
階
会
議
室
で
大

会
の
視
聴
を
行
い
ま
し
た
。視

聴
の
前
に
宮
崎
県
平
和
社
保

委
員
会
の
佐
川
嘉
正
氏
よ
り

「
核
兵
器
の
歴
史
や
当
時
の
医

療
者
の
手
記
や
峠
三
吉『
原
爆

詩
集
』の
朗
読
」な
ど
の
紹
介
が

あ
り
、今
も
な
お
終
わ
っ
て
い

な
い
戦
争
の
話
な
ど
、分
か
り

や
す
く
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
で

は
、国
連
の
中
満
泉
事
務
次
長

（
軍
縮
担
当
上
級
代
表
）が「
国

連
は
設
立
当
初
よ
り
核
兵
器

の
廃
絶
を
果
た
す
こ
と
を
使
命

と
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
主
な

理
由
は
3
つ
あ
り
ま
す
。①
核

兵
器
は
比
類
の
な
い
破
壊
力
を

も
っ
て
い
る
こ
と
、②
核
兵
器

は
気
候
変
動
と
並
び
地
球
上

の
す
べ
て
の
生
命
を
脅
か
す
2

つ
の
脅
威
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
、③
核
兵
器
の
使
用
に
よ
っ

て
起
こ
る
人
道
上
の
大
惨
事
に

適
切
に
対
処
で
き
る
国
は
世
界

に
存
在
し
な
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
機
に
、皆
さ

ま
が
今
な
さ
れ
て
い
る
努
力
を

倍
増
し
、ま
た
国
連
加
盟
国
と

連
帯
し
て
現
在
の
危
険
な
潮

流
を
覆
し
、世
界
が
核
兵
器
廃

絶
と
い
う
共
通
の
道
筋
へ
と
戻

っ
て
い
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
」

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、核

兵
器
全
面
禁
止
と
廃
絶
を
求

め
る
意
思
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。老
若
男
女
、力
を
合
わ
せ

て
世
界
大
会
で
示
さ
れ
た
大

き
な
運
動
の
波
を
起
こ
し
ま
し

ょ
う
。

（
宮
崎
民
主
医
療
機
関
連
合
会

事
務
局
次
長　

中
原
志
保
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
も

ま
だ
先
が
読
め
な
い
中
、

医
療
生
協
で
医
療
に
従
事

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
、

毎
日
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

暗
い
気
持
ち
の
世
の
中
、

購
買
生
協
Ｏ
さ
ん
の
便
り

が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

▼『
ほ
め
て
あ
げ
れ
ば
、

子
供
は
明
る
い
子
に
育

つ
。
愛
し
て
あ
げ
れ
ば
、

子
供
は
人
を
愛
す
る
こ
と

を
学
ぶ
。
認
め
て
あ
げ
れ

ば
、
子
供
は
自
分
を
好
き

に
な
る
。
見
つ
め
て
あ
げ

れ
ば
、
子
供
は
頑
張
り
屋

に
な
る
。
親
が
正
直
で
あ

れ
ば
、
子
供
は
正
義
感
の

あ
る
子
に
育
つ
。
一
人
の

人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ

れ
ば
、
子
供
は
思
い
や
り

の
あ
る
人
間
に
な
る
。
優

し
く
思
い
や
り
を
持
っ
て

育
て
れ
ば
、
子
供
は
優
し

い
子
に
育
つ
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
家
族
で
育
て

ば
、
子
供
は
こ
の
世
は
い

い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
』
ド
ロ
ー
シ
ー
・

ロ
ー
・
ノ
ル
ト
▼
人
と
し

て
忘
れ
て
い
た
大
事
な
こ

と
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
誰
が

な
っ
て
も
不
思
議
で
な
い

中
、
コ
ロ
ナ
警
察
に
な
る

の
で
な
く
、
優
し
さ
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
・
Ｈ
）

体
温
計

研修に参加しての感想

オンライン参加の新入職員オンライン参加の新入職員

中満 泉事務次長（写真は原水協通信）中満 泉事務次長（写真は原水協通信）

安田菜津紀さんのスピーチの中で、戦後を
迎えていない人たちの話があり「撃ち合って
いないから平和だとは言えない」「戦後を迎
えられていない人びとにとって希望の光であ
る国になっているのか」の言葉が心に残りま
した。核兵器禁止条約に賛同していない日本
に対して、無力だと感じ、シリアやイラク地
域に顔向けできないと思いました。

（研修医）

核兵器に使われているお金を他のことに使
うべきです。コロナ禍の今、核兵器がなくな
れば医療の設備を整えるなど有効に使えると
思います。地球の環境も戦争で壊されてきて
います。悪化しないようにすることが大切だ
と学びました。　　　　　　　　（看護師）

日常接している利用者のみなさんは、本日
学んだ歴史の中で生きてきた方々です。戦争
の恐ろしさを身近で感じました。（介護士）

原爆を今後使うことがないように政府はよ
く考え、アメリカと関わって欲しいです。医
療者が反戦、反核運動をするのは、核兵器は
危険で治療にも時間がかかり、労力やお金も
使います。医療や生活面でも十分な補償を政
府はよく考え、税金を正しく使って欲しいで
す。今ある製造した核兵器をどうやってなく
すかが疑問です。　　　　　　　（事務職）

被爆された方の話を聞いた貴重な時間でし
た。戦争を経験されただけでも大変なのに、
子どもや孫への影響を心配しながら、心休ま
ることなく生活されていたのはとても辛いこ
とだったと思います。戦争は今後起こしては
ならないと考えました。　　　　（看護師）

被爆者の被爆時の様子だけでなく、その
後の生活も知ることができました。年々減
少している被爆者がどのような気持ちで生
活していたかも学びました。コロナ禍の現
在、軍事費の予算を医療や福祉にまわす必
要があると思います。そのためにも私たち
は政治に関心をもち、選挙では一票を投票
するようにします。　　　　　   （看護師）

核兵器は何のためにあるのか分からない。
日本は核兵器の悲惨さを体験した国であり、
戦争の反省から武力を放棄している。それを
忘れてはいけない。核兵器はあるだけで危
険、世界にまだある核兵器について考えるべ
きです。　　　　　　　　　　　（看護師）

核兵器廃絶に対する運動はあっても実際の
運動は停滞していると思っていた。ここ1年
でも核兵器禁止条約調印国や批准国が増えて
いることに驚きました。コロナ禍の現在、す
べての感染者に治療が提供できていないのに
戦争で一度に何十万人の負傷者がでたら、現
在の医療体制では対応できないのは明らか
で、それを何より知っているのは医療職だと
思います。　　　　　　　　　　（研修医）

（今回は8名の感想文です。次号は7名の感想を掲載します。）

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、
小児科（山元･上野･愛甲･久保）、初期研修医（井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

浜　田

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

柳　田

坂　口

1週：－
2週：中島
3週：－
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

交替制

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元
葉　山
又は
黒　木

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第2土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

小児科 ☎0985（24）6575　内科・外科 ☎0985（24）6877　健康診断科 ☎0985（24）6566

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
８
月
号
の

仕
分
け
作
業
に
は
19
名
が
集
ま

り
、「
密
」
に
な
り
す
ぎ
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
高
齢
の
方
々
に

は
早
々
に
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
年
度
の
運
営
委
員
会

は
上
村
美
恵
子
新
支
部
長
を
は
じ

め
17
名
で
出
発
し
ま
し
た
。
新
し

い
運
営
委
員
は
８
名
で
、
７
月
か

ら
は
さ
ら
に
新
規
１
名
が
加
わ
り

ま
し
た
。

西
部
支
部
が
こ
ん
な
に
人
を
集

め
て
い
る
要
因
は
１
年
半
ほ
ど
前

か
ら
続
け
て
い
る
支
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
、
毎
月
２
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
は
20
名
前
後
が

集
ま
る
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

通
じ
て
医
療
生
協
に
新
規
加
入
し

た
り
、「
担
い
手
」
の
活

動
に
参
加
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
の
活
動
は
制
約
が
あ

り
大
変
で
す
が
、
新
し
い

運
営
委
員
会
体
制
の
も
と

活
気
あ
る
支
部
活
動
を
め

ざ
し
ま
す
。

（
運
営
委
員　

村
岡
弘
応
）

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
か
ら
送
ら
れ

る
封
筒
の
表
に
は
「
コ
ー
プ
み
や

ざ
き
は
、
出
資
金
を
出
さ
れ
、
利

用
さ
れ
る
あ
な
た
が
オ
ー
ナ
ー

（
所
有
者
）
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
視
点
か
ら
同
じ
生
協
と
し
て

の
医
療
生
協
を
見
て
み
る
と
、
生

協
病
院
ま
で
少
し
遠
い
国
富
、
綾

町
民
は
、
利
用
し
に
く
い
と
い
う

不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
点
で
は
、
都
北
支
部
と
共
通
す

る
所
が
あ
り
ま
す
が
、
班
の
数
の

多
い
都
北
支
部
は
元
気
で
す
。

『
国
富
・
綾
支
部
』
は
班
の
数

が
少
な
い
の
が
弱
点
の
一
つ
で

す
。
支
部
の
先
輩
た
ち
が
班
を
多

く
作
っ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
か
も

（
と
先
輩
の
せ
い
に
す
る
）。
し
か

し
！
国
富
、
綾
町
の
医
療
生
協
組

合
員
加
入
世
帯
率
は
25
．2
％
と

す
ご
い
で
す
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

先
輩
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
（
と
先
輩
を
ほ
め
る
）。

小
松
支
部
の
組
合
員
の
地
図
お
と

し
の
教
訓
な
ど
に
学
ん
で
コ
ツ
コ

ツ
と
明
る
く
前
を
向
い
て
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、「
コ
ロ
ナ
」
関
連
で

の
『
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
増

資
』
の
呼
び
か
け
に
は
、
特
に
力

を
入
れ
て
応
え
た
い
で
す
ね
。

（
国
富
綾
支
部
長　

飯
尾
博
）

2
0
2
0
年
8
月
度　

理
事
会
の
報
告

①7月度の組合員増やしは62名（目標111
名）、出資金増資は559万円（目標472
万円）班づくり0班、班会開催61回
②平和と社会保障を守る取り組みについ
て、「辺野古基地問題」「伊方原発条件付
き再開」「あずみの里裁判逆転無罪」「宮
崎県新型コロナウィルス用の病床24床
確保の方針」「新田原基地への米国弾薬
庫建設問題」等

③6月の法人の経常利益は▲501万円（予
算差226万円）の到達
④年次有給休暇の使用期間中の付与、外
来医事部門の地域限定職務限定選任正
職員新設の提案
⑤医療生協組織部の名称変更について「健
康まちづくり部」に変更

第1号議案から第5号議案まで、異議なく承
認可決した。

＜審議・決定事項＞

■新規加入者  ６２名（7/1～7/31）
■出 資 金  ６億２,３１５万円
■班　　　数  ２９６班

今、宮崎医療生協は 2020年7月末現在

■総組合員数  ４８,２１９ 名
■平均出資金  １２,９２３ 円
■                ２０,０１９ 部おげんきですか
手配り配布数

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
運
営
委
員
会
も

超
短
時
間
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
の
も
と
、
今
回
は
支
部
長
さ
ん
の

紹
介
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

飯
尾
博
さ
ん
は
知
り
合
い
の
方
に

勧
め
ら
れ
て
、
10
年
程
前
に
支
部
の

運
営
委
員
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
今
は
、
支
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

近
所
の
高
齢
の
方
か
ら
風
呂
の
改
修
の
相
談
を
受
け
て
、

や
は
り
近
所
の
業
者
さ
ん（
飲
み
友
だ
ち
？
）
を
頼
ん
で
あ
げ

て
大
変
喜
ば
れ
、
そ
の
ご
夫
婦
と
息
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
4
人
が

医
療
生
協
に
加
入
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

医
療
生
協
の「
人
の
命
に
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
理
念
が
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
や
さ
し
く
且
つ
積

極
的
な
運
営
委
員
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
。

（
国
富
綾
支
部
運
営
委
員
一
同
）

み ん な の 声
◎「暑い夏を乗りきる健康管理」の記事は参考になります。

（日向市Ｔさん女性）
◎松田隆志医師の外科医としての使命感がいいですね。

（宮崎市Ｙさん男性）

支
部
活
動
の
紹
介

支
部
活
動
の
紹
介

支
部
活
動
の
紹
介

●
国
富
綾
支
部
●●●

支
部
支
部部部

富
綾
富
綾綾
支
綾
支

国国
富富

●●●
国
●
国
●
国
富
綾
支
部
●

●
西
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部部
支支

西西西
部
西
部

●●●●●
西
部
支
部
●

運営委員のみなさん運営委員のみなさん

新型コロナウイルスが全国的に再流行し、宮崎県でも「感染拡大緊急警報」
を発令しました。組合員や地域住民のみなさんは再度外出自粛要請を余儀な
くされ、日常生活に多大な影響が出ていると思います。
「安心して住み続けられるまちづくり宮崎」の運動をすすめる宮崎医療生
協は、支部との共同の取り組みで、独居や孤立者に電話や訪問行動、コロナ
禍での過ごし方、困りごとなどを把握しました。ほとんどの方から身体状況
を維持するために「室内で体操やストレッチを続けた」「１人でウォーキン
グをしている」などの声をいただきました。しかし一方で、社会参加を遠ざ
かり自宅内で生活をされている方からは「何もしていないから筋力が落ちた」
「腰痛で が手放せない」「買い物に出られない」など差し迫った声も寄せら
れました。
宮崎医療生協は今期の通常総代会で、「誰ひとり取り残さない・取り残さ
れない社会をめざす」ために、「困った」が言える地域づくり・解決のため

の仕組みづくりをすすめる方針を確認しました。各事業所を拠点としたエリ
ア活動で、職員と組合員が共同の取り組みを強め、各エリアの “ ハチドリ ”
となり、小さな困ったにもアンテナを張り、耳を傾け寄り添う活動を展開し
ています。
１９９０年に宮崎医療生協として設立認可して今年で３０年。これまで築
き上げてきた歴史を大切にし、これからも安心のネットワークの輪を広げて
いきます。

小さなつながりから安心ネットワークの輪を広げましょう！小さなつながりから安心ネットワークの輪を広げましょう！小さなつながりから安心ネットワークの輪を広げましょう！
＜困難な中でも『地域の困った』の解決のために医療生協は取り組んでいます＞＜困難な中でも『地域の困った』の解決のために医療生協は取り組んでいます＞＜困難な中でも『地域の困った』の解決のために医療生協は取り組んでいます＞

佐
藤
浪
子
さ
ん
（
東
大
宮
支
部
）

〈
短
歌
〉

戸
田
雅
子
さ
ん
（
東
大
宮
支
部
）

鳴
く
蝉
の
あ
っ
ぱ
れ
命
の
七
日
間

我
が
生
活
と
比
べ
て
み
る
と

種
子
を
蒔
き
日
よ
け
に
育
て
た
雀
瓜

茂
り
を
待
た
ず
秋
は
お
と
ず
れ

す
ず
め
う
り

学習会をしています学習会をしています

班
活
動
の
紹
介

延
岡
市
東
部
の
海
沿
い
に
あ
る

長
浜
地
区
の
「
長
浜
班
」
は

2
0
0
2
年
10
月
に
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
4
代
目
の
班
長
、
甲

斐
則
子
さ
ん
に
は
運
営
委
員
も

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
班

会
は
定
期
的
に
開
か
れ
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
後
は
賑
や
か
に
茶
話

会
が
始
ま
り
ま
す
が
、
時
に
は

班
の
浅
田
京
子
さ
ん
の
指
導
で
合

唱
す
る
こ
と
も
。
声
を
合
わ
せ
て

歌
っ
た
後
は
一
段
と
和
や
か
に
な

る
よ
う
で
す
。

班
の
皆
さ
ん
は
地
域
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
フ
レ
イ

ル
知
ら
ず
の
方
ば
か
り
。
18
年
の

県
北
健
康
ウ
ォ
ー
ク
で
は
皆
さ
ん

の
活
動
で
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
た

松
林
遊
歩
道
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
程
よ
く
差
し

込
む
光
と
土
の
道
は
足
の
負
担

を
軽
減
さ
せ
る
歩
き
心
地
の
良

い
コ
ー
ス
で
し
た
。
お
昼
は
甲
斐

さ
ん
と
浅
田
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
さ
れ
た
豚
汁
が
振
る
舞

わ
れ
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
w
i
t
h
コ
ロ

ナ
」
も
2
人
の
ア
イ
デ
ア
で
有
意

義
な
班
会
が
す
す
む
こ
と
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
（
支
部
長　

甲
斐
郁
枝
）

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
宮
崎
市

糸
原
に
は
約
2
2
0
名
の
組
合

員
が
住
ん
で
い
ま
す
。
前
支
部
長

の
田
原
良
子
さ
ん
が

「
今
度
、
医
療
生
協

の
人
が
来
る
か
ら
、

班
会
を
や
っ
て
み
ら

ん
ね
」
と
言
わ
れ
た

の
が
2
0
1
5
年
12

月
、
数
日
後
の
8
日

に
お
試
し
班
会
を
し

ま
し
た
。
3
人
か
ら

始
め
た
健
康
チ
ェ
ッ

ク
は
多
い
時
で
7
名
、
今
で
は

毎
月
第
2
金
曜
日
の
13
時
30
分

か
ら
、
毎
回
6
名
ほ
ど
の
仲
間

が
そ
ろ
っ
て
健
康
に
関
す
る
学
習

や
ク
イ
ズ
な
ど
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
74

歳
、
体
の
あ
ち
こ

ち
で
故
障
が
生
じ

て
い
ま
す
が
「
何

か
目
標
を
も
っ
て

過
ご
そ
う
」
と
み

ん
な
で
話
し
合
い
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
で
体
力
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。

『
だ
い
こ
ん
班
』
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
名
前
で
す
が
、
千
切
り
大

根
の
収
穫
時
期
に
で
き
た
班
な
の

で
名
づ
け
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
過
ご
し
ま
す
。

（
班
長　

田
原
悦
子
さ
ん
）

七
夕
班
が
で
き
た
の
は
、
4

年
前
の
2
0
1
6
年
7
月
7
日

で
す
。
前
屋
敷
勇
支
部
長
宅
で

2
ヶ
月
に
1
回
班
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
七
夕
の
日
に
班
が
で
き
ま

し
た
の
で
『
七
夕
班
』
と
な
り

ま
し
た
。
7
名
ほ
ど
の
参
加
者
で

は
じ
ま
っ
た
七
夕
班
、
い
ま
で
は

班
員
が
9
名
に
な
り
ま
し
た
。

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
10
時

か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
骨

密
度
測
定
や
血
管
年
齢
測
定
を

は
じ
め
、
熱
中
症
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
学
習

会
や
認
知
症
予
防
、
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
な
ど
も
み
ん
な
で
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
心

が
け
、
長
生
き
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。　
　
　
（
班
員
一
同
）

長
浜
班
（
県
北
支
部
）

長
浜
班
（
県
北
支
部
）

長
浜
班
（
県
北
支
部
）

だ
い
こ
ん
班
（
北
２
支
部
）

だ
い
こ
ん
班
（
北
２
支
部
）

だ
い
こ
ん
班
（
北
２
支
部
）

七
夕
班
（
大
淀
支
部
）

七
夕
班
（
大
淀
支
部
）

七
夕
班
（
大
淀
支
部
）

支部主催グラウンドゴルフ支部主催グラウンドゴルフ

塩分チェックにはいつも強い関心が塩分チェックにはいつも強い関心が

県北健康ウオークでも長浜班選出の運営委員
甲斐則子・浅田京子の先導の二人が活躍

県北健康ウオークでも長浜班選出の運営委員
甲斐則子・浅田京子の先導の二人が活躍

だいこん班のみなさんだいこん班のみなさん

体
重
体
脂
肪
率
測
定
中

体
重
体
脂
肪
率
測
定
中

七夕班のみなさん七夕班のみなさん

物忘れ相談プログラム体験中物忘れ相談プログラム体験中

様々なお困りごとに対応します。まずは宮崎医療生協（担当：竹良弘貴）
までご連絡ください。お見積もりは無料です。（0985-23-7168）

施工前 施工後

○遺品の片づけ、清掃、庭の手入れ、リフォーム等の依頼
○大量の不要品、分別困難な状態での片づけ

（新型コロナウィルス感染防止のため書面議決で実施）

宮崎医療生協には、「少人数で共同生活することにより、認知症の進行を遅らせたり良くした
りする効果がある“グループホーム”」、「在宅で暮らしている高齢者の方を施設へ送迎し、リハ
ビリのプログラムや入浴・食事・レクリエーション等の介護サービスを提供する“デイサービ
ス”」、「介護が必要になっても、住み慣れた家・地域で安心して生活ができるよう、必要に応じ
て『通い』を中心に『宿泊』と『訪問』の3つのサービスを組み合わせて利用できる“小規模多機
能ホーム”」、「医療と福祉のネットワークで『住み慣れた我が家で安心して生活したい』という
願いを支援する“高齢者共同住宅”」等の介護サービス事業所があります。今回は、1階が定員27
名の小規模多機能ホーム、２階が定員19名の高齢者共同住宅『ぎおんの家』を紹介します。

午前と午後に体操を。健康チェッ
クや身体を使ったレクリエーショ
ン、外出（買い物・散歩・ドライブ
など）、入浴やお昼寝などを行いな
がら、なるべく利用者の体調に合わ
せて過ごしています。
毎月いろんな行事をしています。
昨年度は、かくし芸大会や屋内ミニ
運動会、夏祭り、敬老会などをしま
した。

近年、全国的に自然災害が多発し
ております。7月3日以降に熊本県
を中心に九州や中部地方など日本各
地で発生した「令和2年7月豪雨」
では、熊本県球磨村の特別養護老人
ホーム「千寿園」が大きな被害を受
けました。
「ぎおんの家」（宮崎市祇園3丁
目）も大淀川に面しており堤防から
約150ｍ、洪水災害浸水予想マップ
では水位が1ｍ～2ｍと予想され水
害が心配です。建物が鉄筋コンクリート2階構造上、避難場所は2階として
います。“安全”と考えていますが、利用者のみなさんと一緒に避難訓練を
より一層取り組みます。

約150ｍ先は大淀川堤防レクリエーションで楽しい1日

夏祭りでスイカ割りかくし芸大会で皿回し

利用の際には介護保険の認定が必要です。保健医療や福祉についての専門
的な知識や技術を有する「介護支援専門員」（ケアマネージャー）にまずは
ご相談ください。施設の見学をご希望の方はお電話（0985-61-7720）く
ださい。

ぎおんの家の職員は現在24名、元気で明るく
雰囲気の良い職場です。介護職・看護職・調理員
など募集しています。興味のある方の連絡お待ち
しています。　　　　　　　（所長　河原健太）

職員の募集職員の募職員の募集職員の募集職員の募集職員の募集

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


